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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第61期 

第３四半期連結 
累計期間 

第62期 
第３四半期連結 

累計期間 
第61期 

会計期間 

自平成29年 
 ４月１日 
至平成29年 
 12月31日 

自平成30年 
 ４月１日 
至平成30年 
 12月31日 

自平成29年 
 ４月１日 
至平成30年 
 ３月31日 

売上高 （千円） 11,543,991 12,170,628 15,554,461 

経常利益 （千円） 775,277 808,649 924,630 

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益 
（千円） 572,511 542,500 798,247 

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 751,075 335,033 947,930 

純資産額 （千円） 8,393,258 8,835,005 8,590,112 

総資産額 （千円） 16,111,036 16,919,152 16,420,121 

１株当たり四半期（当期）純利益

金額 
（円） 127.05 120.41 177.15 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額 
（円） － － － 

自己資本比率 （％） 52.1 52.2 52.3 

 

回次
第61期

第３四半期連結
会計期間

第62期
第３四半期連結

会計期間

会計期間

自平成29年
 10月１日
至平成29年
 12月31日

自平成30年
 10月１日
至平成30年
 12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 50.87 31.10 

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．当社は、平成29年10月１日付で普通株式２株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。 

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

５．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第３四半期連結累計期間および前連結会計年度に係る主要な経営

指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の子会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社の異動もありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。 

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を行ってお

ります。

(1）財政状態及び経営成績の状況 

①経営成績の状況 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善を背景に堅調に推移してまいりま

したが、米中の貿易摩擦の激化、中国経済の急激な減速や欧州の政治不安など、世界経済への影響が懸念され景気

減速が顕在化するリスクが続いております。 

当社グループにおいては、中国市場で空調設備の需要改善が続くものの、価格競争は依然として厳しい状態が続

いており、更なる利益確保に向け、新たな顧客を開拓し付加価値の増加を図ってまいりました。 

日本市場においては、半導体需要の伸びが鈍化した影響を受け、一部メーカーで在庫調整や生産調整が行われ、

半導体製造装置用ポンプの受注は減少傾向で推移いたしました。一方、産業機械用モータでは、人手不足を背景に

省力化投資のニーズは底堅く、企業の設備投資が堅調に推移したことから、受注も同様に推移してまいりました。 

また、国内外ともに原材料コストや部品加工コストが高騰する厳しい環境ではありますが、生産性向上や原価低

減を推し進めるとともに、システム商品の販売促進や新市場の開拓に取り組むことで、経営成績の向上に努めてま

いりました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は121億70百万円（前年同期比105.4％）となりました。 

営業利益は７億93百万円（前年同期比106.1％）、経常利益は８億８百万円（前年同期比104.3％）となりまし

た。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は５億42百万円（前年同期比94.8％）となりました。 

②財政状態の分析 

当第３四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末と比べ４億99百万円増加し、169億19百万円となりま

した。主な内訳として建物及び構築物が増加したことによるものであります。負債は前連結会計年度末と比べ２億

54百万円増加し、80億84百万円となりました。主な内訳として長期借入金が増加したことによるものであります。

純資産は前連結会計年度末と比べ２億44百万円増加し、88億35百万円となりました。これは主にその他有価証券評

価差額金が減少した一方、利益剰余金が増加したことによるものであります。 

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、３億64百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(4）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループを取り巻く経営環境は、為替が円安傾向で推移した場合、原材料費の価格が高騰するとともに、海

外子会社での生産コストが上昇いたします。このコスト変動にあわせた適正な販売価格とすることができなけれ

ば、今後の経営成績に影響を与える可能性があります。また、環境問題意識の高まりにより、顧客からはより省資

源、低消費電力となる製品の要望が強く、小型・軽量・低消費電力となるモータやポンプの製品開発の優劣で、今

後の受注が左右されるとともに、景気回復による雇用状況の改善により、労働力不足が発生した場合、生産能力の

低下が懸念されます。 

当社グループといたしましては、モータ・ポンプの設計から製造販売と一貫した生産体系を保ち、双方のノウハ

ウや顧客からの要求に応じるカスタム対応力の育成を図ってまいりました。今後は、これら製品の応用技術を利用

したユニット製品の開発販売に注力するとともに、国内外の新規市場への開拓を進めてまいります。生産面におい

ては、生産性の向上を図るため、直接作業者の多能工化を更に推し進めてまいります。また、生産拠点の統廃合を

図ることで固定費圧縮により収益改善を進め、利益率向上に取り組んでまいります。
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(5）資本の財源及び資金の流動性についての分析 

当社グループの資金状況は、主として営業活動によるキャッシュ・フローならびに金融機関からの借入により必

要とする資金を調達しております。

(6）経営者の問題認識と今後の方針について 

当社グループを取り巻く環境は、市場の動向に合わせた生産対応や、環境問題からくる省エネ製品への要望が強

まるなど、企業として柔軟な納期対応や、環境に適合した製品開発の如何によって今後の経営成績が左右されるも

のと考えられます。このような状況下において、産業分野で広く使用される三相誘導モータは、高効率ＩＥ３モー

タに続き、さらに高効率化が進められ、ＩＥ４、ＩＥ５モータの製品開発が求められております。当社グループと

いたしましても、市場の優位性を築くためにも、実現に向けて取り組むとともに、ＩｏＴ技術などの新たな取り組

みをポンプ関係に採用し、新規の顧客獲得を図ってまいります。また、海外市場にも販路を拡げ市場や顧客が求め

る以上の新製品を開発してまいります。一方で、国内外を問わず生産拠点の見直しや工法の改善などを実施し、生

産効率を高めるとともに、短納期対応を進めてまいります。 

(7）主要な設備

前事業年度末において計画中であった主要な設備の新設について、当第３四半期累計期間に完了したものは次の

通りであります。

会社名 
事業所名 

所在地 事業の内容 設備の内容
投資総額
（千円）

完了年月 

岡山三相電機

株式会社
岡山県赤磐市 

モータ・ポンプの

製造 
工場・倉庫 407,183 平成30年９月 

（注）１．金額には、消費税等を含んでおりません。 

２．前事業年度末において計画中であった、上海三相電機有限公司の工場・倉庫については、平成30年12月

に完成しておりますが、現地における竣工検査が未了のため事業の用に供しておりません。 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,000,000

計 18,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成31年２月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,571,600 4,571,600

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 4,571,600 4,571,600 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年10月１日～

平成30年12月31日
－ 4,571,600 － 871,600 － 1,824,190

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成30年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成30年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式   66,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,504,500 45,045 －

単元未満株式 普通株式   1,100 － －

発行済株式総数      4,571,600 － －

総株主の議決権 － 45,045 －

 （注）１．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権10個）

含まれております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式87株が含まれております。

②【自己株式等】

平成30年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式） 

三相電機株式会社

兵庫県姫路市青山

北一丁目１番１号
66,000 － 66,000 1.44

計 － 66,000 － 66,000 1.44

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。

 

- 5 -

2019/02/12 10:56:20／18467750_三相電機株式会社_第３四半期報告書



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成30年10月１日から平

成30年12月31日まで）および第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成30年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,695,498 2,847,883 

受取手形及び売掛金 ※ 4,213,771 ※ 3,644,285 

電子記録債権 ※ 1,906,143 ※ 1,961,797 

商品及び製品 469,281 627,908 

仕掛品 706,064 811,274 

原材料及び貯蔵品 265,910 265,048 

その他 250,110 247,114 

貸倒引当金 △1,300 △1,300 

流動資産合計 10,505,480 10,404,012 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,501,795 1,958,395 

機械装置及び運搬具（純額） 701,804 709,137 

工具、器具及び備品（純額） 297,425 359,487 

土地 949,638 970,794 

リース資産（純額） 477,202 553,483 

建設仮勘定 284,939 308,229 

有形固定資産合計 4,212,805 4,859,529 

無形固定資産    

その他 102,174 93,185 

無形固定資産合計 102,174 93,185 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,007,251 989,239 

繰延税金資産 387,245 392,146 

その他 208,463 184,337 

貸倒引当金 △3,300 △3,300 

投資その他の資産合計 1,599,660 1,562,424 

固定資産合計 5,914,641 6,515,139 

資産合計 16,420,121 16,919,152 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成30年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,171,225 2,120,898 

電子記録債務 682,771 574,074 

短期借入金 370,600 390,600 

1年内返済予定の長期借入金 498,556 587,272 

未払費用 422,866 315,359 

未払法人税等 141,000 143,434 

その他 818,846 887,899 

流動負債合計 5,105,867 5,019,538 

固定負債    

長期借入金 1,011,364 1,278,421 

リース債務 395,756 465,615 

繰延税金負債 113,416 82,961 

製品補償引当金 13,700 13,700 

退職給付に係る負債 1,140,903 1,166,005 

負ののれん 19,372 17,758 

その他 29,628 40,145 

固定負債合計 2,724,141 3,064,607 

負債合計 7,830,008 8,084,146 

純資産の部    

株主資本    

資本金 871,600 871,600 

資本剰余金 1,825,897 1,825,897 

利益剰余金 5,534,376 5,986,766 

自己株式 △43,333 △43,364 

株主資本合計 8,188,539 8,640,899 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 126,310 28,146 

繰延ヘッジ損益 60,252 9,436 

為替換算調整勘定 242,183 176,674 

退職給付に係る調整累計額 △27,173 △20,150 

その他の包括利益累計額合計 401,572 194,106 

純資産合計 8,590,112 8,835,005 

負債純資産合計 16,420,121 16,919,152 
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年12月31日) 

売上高 11,543,991 12,170,628 

売上原価 9,090,342 9,534,006 

売上総利益 2,453,648 2,636,622 

販売費及び一般管理費 1,706,077 1,843,347 

営業利益 747,571 793,275 

営業外収益    

受取利息 11,972 10,124 

受取配当金 13,910 11,068 

為替差益 3,806 418 

投資有価証券売却益 6,262 － 

負ののれん償却額 1,614 1,614 

その他 23,266 20,205 

営業外収益合計 60,832 43,430 

営業外費用    

支払利息 7,852 6,546 

投資有価証券売却損 － 845 

投資有価証券評価損 16,393 11,703 

減価償却費 6,732 6,311 

その他 2,148 2,650 

営業外費用合計 33,126 28,056 

経常利益 775,277 808,649 

特別利益    

固定資産売却益 － 2,169 

投資有価証券売却益 35,287 － 

特別利益合計 35,287 2,169 

特別損失    

固定資産除却損 13,093 17,834 

特別損失合計 13,093 17,834 

税金等調整前四半期純利益 797,470 792,984 

法人税、住民税及び事業税 220,039 218,573 

法人税等調整額 4,919 31,910 

法人税等合計 224,958 250,484 

四半期純利益 572,511 542,500 

親会社株主に帰属する四半期純利益 572,511 542,500 
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年12月31日) 

四半期純利益 572,511 542,500 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 92,658 △98,164 

繰延ヘッジ損益 67,549 △50,816 

為替換算調整勘定 11,057 △65,508 

退職給付に係る調整額 7,298 7,022 

その他の包括利益合計 178,564 △207,466 

四半期包括利益 751,075 335,033 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 751,075 335,033 
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※ 四半期連結会計期間末日満期手形等 

 四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でした

が、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形等の金額は、次の

とおりであります。

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成30年12月31日）

受取手形 85,259千円 97,034千円 

電子記録債権 134,138 145,853

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）および負ののれんの償却額は、次のとお

りであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年12月31日）

減価償却費 465,780千円 521,373千円

負ののれんの償却額 △1,614 △1,614

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年12月31日）

１．配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり 
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月12日

取締役会
普通株式 63,091 7.0  平成29年３月31日  平成29年６月５日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間末後と

なるもの

  該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成30年４月１日 至平成30年12月31日）

１．配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり 
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年５月11日

取締役会
普通株式 90,110 20.0  平成30年３月31日  平成30年６月７日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間末後と

なるもの

  該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年12月31日）および当第３四半期連結累計期間

（自平成30年４月１日 至平成30年12月31日）

当社グループは、モータおよびポンプ事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 127円05銭 120円41銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
572,511 542,500

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額（千円）
572,511 542,500

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,506 4,505

 （注）１.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２.当社は、平成29年10月１日付で普通株式２株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会年度

の期首に当該株式併合が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成31年２月７日

三相電機株式会社 

取締役会 御中 

 

仰星監査法人 

 

 
指定社員
業務執行社員

  公認会計士 新田 泰生  印 

 

 
指定社員
業務執行社員

  公認会計士 平塚 博路  印 

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三相電機株式会

社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成30年10月１日から平成

30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

監査人の責任 

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三相電機株式会社及び連結子会社の平成30年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

利害関係 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上

 （注） １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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